
４月の新学期スタートから４か月が過ぎ、１学期が終了します。ここまでの間、１年生

は学校生活に慣れ、５・６年生は上級生としての自覚をもって生活し、その他の学年の児

童も学年にふさわしい成長を遂げています。児童の成長の様子は本日配付した通知表に記

されていますので、ぜひ、お子さんと一緒に１学期を振り返っていただければと思います。

その際、今後につなげるためにも、まずは学習・生活の両面において、お子さんから「１

学期頑張ったこと」「よくできたと思うこと」について聞き出し、その次に「今後、頑張

りたいこと」について話し合えるとよいと思います。つい、マイナス面に目が行きがちで

すが、改善が必要な部分については「ここができるようになるともっとよくなる」と、プ

ラス思考で励ますことがお子さんの成長につながります。ご家庭におけるお声かけについ

て、よろしくお願いします。

夏休みは自由な時間がたくさんある一方、生活のリズムを崩しやすくなります。そのた

め、学校からは『夏休み・メディアコントロール』や『早寝・早起き・朝ごはんチャージ』

などの取組をお願いしています。特に心配されるのはテレビやゲーム、動画視聴など、メ

ディア利用の時間が増えてしまうことです。これらに費やされる時間が長くなればなるほ

ど、学習や読書、運動や睡眠等の時間が削られることになります。例えば、３５日間の夏

休み中、毎日３時間メディアを利用すると、１学期の国語や算数の授業時間を軽く超えて

しまいます。

１日３時間×３５日＝１０５時間

１日５時間×３５日＝１７５時間

１学期の国語・算数の授業 それぞれおよそ６０時間

ゲームやインターネットなどは楽しく便利なものですが、その付き合い方を考えないと、

今、本当にしなければならないことに十分時間を費やすことができなくなってしまいます。

時間は無限にあるわけではありません。夏休みの生活が有意義なものになるよう、ご家庭

において話し合っていただければと思います。

＜学校閉庁日のお知らせ＞

８月１０日（水）～１６日（火）の期間は、学校閉庁のため教職員が不在となりま

す。この期間に学校職員と緊急に連絡を取る必要がある場合は、桐生市教育委員会学

校教育課(0277-46-1111 内線688）までご連絡ください。担当者を経由して、学

校職員と連絡が取れるようになっています。

なお、この期間において児童が「陽性」となった場合については、左

記のＱＲコードからスマートフォン等を用いて『新型コロナ感染報告フ

ォーム』へ入力・送信してください。
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